
氏　名 職業 年齢 性別
農業経営の
状況
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農業
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推薦又は応募の理由

1
団体
推薦

ふくい ゆきお

福井　有希夫
団体
職員

60 男

平成31年4月～
令和3年3月

令和8年2月～現
在

射水市農業委
員会事務局長

（農）みとだ営農
監事 水稲、施設

野菜、大豆、
麦、その他

○ 水戸田自治会 － - -

地域的な共
同活動を行
うことにより、
良好な地域
社会の維持
及び形成に
資することを
目的とする。

池田　善揮
約450
人

規約に
定める区
域に住
所を有す
る個人

　被推薦者は、射水市役所に勤務し、その間農政
に係る業務にも従事してきた。一方で農事組合法
人みとだ営農に加入し、水稲・大豆・麦等の作業に
も精力的に関わり、2026年2月には同法人の監事
に就任。
　また、2026年4月からは大門町土地改良区に勤
務・長年の農政経験から、農地、農業関係の法律
にも見識があり、その職責に耐えられる能力を有し
ていることから、当地区として推薦するに相応しい
人物であるため。

2 団体
推薦

たなべ ひでお

田邊　秀男 農業 68 男

令和5年12月～
現在

平成28年1月～
現在

令和4年6月～現
在

令和6年4月～令
和8年3月

射水市農業委
員

本江工区土木
委員会

農協総代

本江生産組合
長

水稲
本江工区土木
委員会

－ - -

水稲に関す
る連絡調整
及び農道・用
排水路等の
管理を行い、
地区の健全
で安全な発
展を目指す。

三原　清忠 171人

本江地
区の地
権者（農
地）及び
耕作者

　被推薦者は、平成29年1月より本江工区土木委
員の活動をされ、特に、用水管理者として責任感を
持って点検されています。
　また、集落の行事も積極的に参加し、特に神社の
活動にも熱心です。
　さらに、相談事等には棚上げせず、速やかに処
理する人柄です。よって、当地区の農業委員の職
責にふさわしい人物です。

3
団体
推薦

きのした えいさく

木下　栄作 農業 70 男

令和5年12月～
現在

令和3年2月～令
和6年2月

令和6年2月～現
在

令和7年3月～現
在

射水市農業委
員

（農）三ケ南部　
理事

（農）三ケ南部　
相談役

三ケ土木委員会
副区長

水稲、大豆、
麦

農事組合法人
三ケ南部

－ - -
農業を通じ
て地域社会
に貢献する。

安吉　俊和 52人 組合員

　被推薦者は当営農組合法人化の発足時、平成
26年12月から令和3年2月まで組織の事務局長を
担当し、令和3年2月より理事を行い、現在は相談
役として中心的な役割を果たしております。
　また、公務員OBとしての経験を活かし主導的役
割を果たし、地域での信望も厚く農業委員として相
応しい人物であります。また、現在、三ケ土木委員
会の副区長を担当し、中心的な人材でもあります
ので、引き続き推薦いたします。

推薦を受ける者又は応募者 推薦をする者又は応募する者

経　歴

射水市農業委員会委員候補者の推薦及び応募の状況（最終公表） 令和8年6月29日現在
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4
団体
推薦

まつもと よしはる

松本　吉晴 農業 64 男

平成28年1月～
現在

平成30年4月～
令和4年3月

令和4年4月～現
在

令和8年4月～現
在

（農）上条営農　
理事

大門町土地改
良区監事

大門町土地改
良区理事

大門町土地改
良区副理事長

水稲、麦 ○
大門町土地改
良区

－ - -

農業生産基
盤の整備及
び保全を図
り、もって農
業の生産性
の向上、農
業生産の増
大、消費者
の需要に即
した農業生
産の推進、
農業構造及
び農業生産
活動の継続
的な実施に
資する。

炭谷　一三
1445
人

地区内
の土地
につき土
地改良
事業の
利益を受
ける者

　被推薦者は、農地利用最適化の推進に深い理解
と経験を有しており、特に農地の大区画化を目的と
したほ場整備事業の地区担当者として、関係農業
者との調整や合意形成に尽力されています。
　農地利用に関する豊富な経験と現場経験を活か
し、農地法に基づく審議はもとより、農地利用最適
化活動や地域農業の発展に大きく貢献できる適任
者であると考え、推薦いたします。

5
団体
推薦

ふじた かずひさ

藤田　和久 農業 75 男

令和2年11月～
令和6年1月

令和6年1月～令
和8年2月

令和8年2月～現
在

（農）ファーム小
杉白石代表理
事

（農）ファーム小
杉白石代表理
事

（農）ファーム小
杉白石監事

水稲、露地
野菜、大豆、
麦

○
農事組合法人
ファーム小杉
白石

－ - -

水稲等栽培
のため各地
区相互の連
絡調整及び
地区活動の
健全な発展
を図ることを
目的とする。

串田　治男 62人 組合員

　被推薦者は、平成28年にJAなのはなを退職後、
令和2年に当地区で集落営農を組織した際の中心
人物の一人であり代表理事を務めた。令和6年に
当該営農組合を法人化した以降も代表理事を務
め、令和8年より監事を務めている。
　集落営農立ち上げの際には、組合員との連絡調
整等意見の取りまとめ、農地集約化に多大な貢献
をしており、また、その手腕から農業関係の役員等
も歴任している。更に、農地・農業関係の法律等に
も詳しく、その職責に耐えられる能力を充分に有し
ていることから、当地区の農業委員として推薦する
に相応しい人物であるため。

6
団体
推薦

はらだ てつや

原田　徹哉
会社
員

57 男

令和元年1月～
現在

令和4年5月～

生産組合副組
合長

農協新湊南支
店総代 水稲 寺塚原営農 － - -

組合員のくら
しと所得の
向上、地域
社会の貢献
と発展をめざ
すことを目的
とする。

原田　俊明 40人 組合員

　被推薦者は、当集落営農の役員として組合員と
の連絡調整等意見の取りまとめ、また、数々の出
役に加わり、積極的に組合員をリードしている。そ
の手腕から生産組合の副組合長を現在も務めてい
る。更に、農地、農業機械にも詳しく、その職責に
耐えられる能力を充分に有していることから、当地
区の農業委員として推薦するに相応しい人物であ
るため。

7
個人
推薦

しま たかゆき

島　孝之 農業 70 男

令和5年5月～現
在

令和5年2月～

農協理事

（農）ファームひ
ばり　理事

水稲、露地
野菜、大豆、
枝豆

○

末永　政春

岡田　努

横堀　多一

農業

農業

農業

66

70

78

男

男

男

－ － － －

　被推薦者は、平成28年に射水市役所を定年退職
後、令和5年から農事組合法人の総務部員として、
組合員との連絡調整、意見の取りまとめ、農地の
集積・集約化等に多大な貢献をしており、また、そ
の手腕から農協の理事を歴任しているところであ
る。更に農地・農業関係の法律にも詳しく、その職
責に耐えられる能力を充分に有していることから、
当地区の農業委員として推薦するに相応しい人物
である。

8
団体
推薦

とさ よしひろ

土佐　好廣 農業 73 男

令和5年12月～
現在

平成30年3月～
令和2年3月

射水市農業委
員

土木委員会
水稲、露地
野菜

黒河地域振興
会

－ － －
黒河地域の
活性化。

野開　勝政
約
3,100
人

地区住
民

　被推薦者は、平成28年3月に勤めてきた会社を退
職後、地元の認定農業者に農業従事する傍ら、専
業農家に携わっている。また、令和4年より地域振
興会職員として従事し、地域振興にも貢献してい
る。
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9
個人
推薦

まつい ただし

松井　正 農業 73 男

令和5年12月～
現在

平成20年4月～
現在

令和4年6月～現
在

射水市農業委
員

高場生産組合
組合員

農協総代

水稲
土田　彰

寺井　直人

農業

団体
職員

85

60

男

男
－ － － －

　被推薦者は、当地区の高場区会の環境土木部
役員として10年以上務め、その後、自治会長を2期
4年間務め、現在も高場区会の監事を務めている。
　現在、農業委員を務め、農協総代も2期目に入っ
ている。所有する耕作面積は少ないが、仲間と約6
ヘクタールの田を耕作している。
　人柄や地域活動の取り組みなど考慮し、当地区
の農業委員として推薦するに相応しいと思われる。

10
団体
推薦

たかごし ひろし

髙越　博 農業 63 男

令和5年12月～
現在

平成15年2月～
令和5年3月

平成20年4月～
現在

平成30年4月～
現在

射水市農業委
員

（農）ファームふ
たくち事務局

本田環境保全
会役員

JAいみず野青
年部三島野支
部長

水稲
ふたくち地域
振興会

－ - -

二口地区の
町づくり全般
にわたり、各
自治会相互
の連絡協調
及び自治活
動の発展を
図ることを目
的とする。

吉田　和人
約
1,300
人

地区住
民

　被推薦者は、平成15年農事組合法人ファームふ
たくち設立時より、事務をほぼ一手に引き受け60歳
にて退職。以降、嘱託として在籍中。
　平成20年本田環境保全会（現・多目的機能支払
交付金活動）立ち上げの際に、中心メンバーの一
人として役員となる。主に会計担当として、現在に
至る。
　平成30年よりJAいみず野青年部三島野支部長と
なり、小学生対象チャレンジ農業体験等、青年部活
動の運営に参画しており、現在に至る。
　令和5年より農業委員を務め、農地及び農業関係
の法律にも詳しく、その職責に耐えられる能力を充
分に有していることから、当地区の農業委員として
推薦するに相応しい人物であるため。

11
団体
推薦

さいだ ひろみ

齊田　博美 農業 68 女

令和5年12月～
現在

射水市農業委員

水稲、露地
野菜、果樹、
筍

いみず野農業
協同組合

－ － －

農業生産力
の増強と農
業者の社会
的・経済的
地位の向
上。

塚本　清
12,305
人

農業経
営者及
び従事
者、組合
事業利
用者等

　被推薦者は、夫婦で稲作及び果樹栽培に精力的
に取り組み、農業に関する豊富な知己と経験を有
しています。また、地域の農業事情に精通するとと
もに、女性農業者から厚い信頼を得ています。
　今後も豊かな感性と広い視野を生かし、地域農
業の振興及び女性農業者の活躍推進に大きく貢
献することが期待されます。女性参画を一層促進
する農業委員の一員として推薦いたします。

12
団体
推薦

かなせ しんいち

金瀬　伸一 農業 73 男 － － 水稲
橋下条地域振
興会

－ - -

地域の安
全・安心・発
展・住みよい
まちづくりの
ため、住民
相互の交流
を図り連帯
感を高め、
市・行政と協
働し、住みた
い地域づくり
を図る。

寺林　繁雄
約
2,500
人

地区住
民

　被推薦者は、農業に従事し、地域農業の発展に
尽力し、地域農業従事者の人望も厚く責任感・行
動力もあり、勉強家でもあり農業委員に相応しい人
物であり推薦するものである。

13 応募
やまざき ゆうこ

山崎　優子 パート 66 女 － － － － － － － － － － － －

　農業者の高齢化や担い手不足、遊休農地の増加
など、射水市の農業は様々な課題に直面している
と感じます。
　私はこれまで農業に直接従事した経験はありま
せんが、農業委員会の活動を通じ、公平・中立な立
場から、地域農業の維持発展に少しでも貢献でき
ればと考えております。
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14
団体
推薦

つぼた みつお

坪田　三夫
会社
員

59 男

平成18年3月～
令和8年5月

令和8年6月～現
在

（農）ファーム池
多　代表理事

（株）KDアグリ　
代表取締役

水稲、露地
野菜、大豆、
麦、味噌加
工

○
池多地域振興
会

－ - -

水稲等栽培
のため、池
多地区相互
の連絡調整
及び地区活
動の健全な
発展を図る
事を目的と
する。

松岡　信昌 810人
池多地
区住民

　被推薦者は、当地区の担い手として就農。平成
18年に農事組合法人ファーム池多を設立し、管内
農地の多くを受託し水稲、大麦、大豆、野菜等栽培
し、射水市認定農業者として地区の中心的農業者
として活躍している。近年は、スマート農業を推進
し、管内用地の集約等の相談等積極的に受けてい
る。
　当地区の農業委員として推薦するに相応した人
物であるため。

15
団体
推薦

やまもと やすお

山本　康雄
団体
役員

65 男

令和5年12月～
現在

昭和58年4月～
令和元年3月

令和7年5月～現
在

平成27年2月～
現在

射水市農業委
員

全農富山県本
部職員

富山県農業協
同組合中央会
役員

（農）新田営農
理事

水稲、麦 ○
農事組合法人
新田営農

－ - -
農業の経
営。

山本　克伸 35人

農業を営
む個人
で、住
所・施設
が組合
の地区
内にある
者

　被推薦者は、農業関連団体に在職中、平成17年
に当地区で集落営農組合を組織した際のメンバー
であり、平成27年に法人化して以降理事となってい
る。
　組合を立ち上げた時から、会計事務を担当すると
ともに、組織と行政や関係団体との調整を行い、組
織の運営に尽力してきたところである。
　また、農業関連団体在職中は、農地・農業関係の
業務を担当してきたため、その職責に耐えられるも
のと認識し、当地区の農業委員として推薦するに
相応しい人物である。

16
団体
推薦

みやがき かずひで

宮垣　一秀
会社
員

66 男

平成24年2月～
令和5年1月

平成28年4月～
令和8年3月

令和8年1月～現
在

串田営農組合　
本村作業班　庶
務会計

本村地区環境
保全会事務局
長

自治会長

水稲、大豆、
麦

農事組合法人
串田営農組合

－ - -

水稲、大豆、
大麦の栽培
を通じ地域
の農地維
持、農業の
活性化に努
める。

大坪　登喜夫 126人

地域内
に住所を
有する農
民であ
り、この
組合に
役務を提
供できる
人

　被推薦者は、地域の自治会・振興会活動に携わ
り、農地管理・環境整備・地域行事の運営など幅広
い分野で中心的役割をはたしている。
　地域農業の持続的発展に向け、若手育成や農地
保全にも積極的に取り組んでおり、農業者としての
実務経験に加え、地域住民との調整力・合意形成
力に優れ、農業委員として必要な公平性と責任感
を備えており、委員としての適性が高い。

17
団体
推薦

たきだ しゅうせい

瀧田　秀成
会社
役員

61 男

令和5年12月～
現在

平成8年4月～平
成10年3月

平成18年7月～
現在

令和7年4月～現
在

射水市農業委
員

射水新湊農業
後継者クラブ会
長

射水市担い手連
絡協議会

射水市大島地
区次世代農業
推進協議会理
事

へちま 中野生産組合 － - -

水稲等栽培
のため各地
区相互の連
絡調整及び
地区活動の
健全な発展
を図ることを
目的をする。

小川　博行 47人

中野地
区で水稲
等の農
業を行っ
ている者

　被推薦者は当地区で農業経営の法人化等の中
心的な人物であり、組合員との連絡調整等に多大
な貢献をし、農業関係の役員等も歴任しているとこ
ろであります。
　当地区の農業委員として推薦するに相応しい人
物であるため。



氏　名 職業 年齢 性別
農業経営の
状況

認定
農業
者(該
当)

氏名又は名称 職業 年齢 性別
活動の主た
る目的

代表者の氏名
構成
員の
人数

構成員
の資格
要件等

推薦又は応募の理由

推薦を受ける者又は応募者 推薦をする者又は応募する者

経　歴

受
付
番
号

届出
形態

18
団体
推薦

たかなみ たかお

高波　隆男 農業 69 男

平成26年1月～
現在

令和8年4月～現
在

(農）上野・平野
営農　平野班　
会計

農協総代 水稲
農事組合法人
上野・平野営
農

－ - -

水稲等栽培
のため各地
区相互の連
絡調整及
び、地区活
動の健全な
発展を図る
ことを目的と
する。

高松　善一 69人

（農）上
野・平野
営農組
合員

　被推薦者は、平成26年に営農組合を法人化した
時より平野地区で営農組合の中心人物の一人で
す。
　集落営農を立ち上げた際には、組合員との連絡
調整等、意見の取りまとめに多大な貢献をしてい
る。また、農地・農業関係にも詳しく、その職責に耐
えられる能力を充分に有していることから、当地区
の農業委員として推薦します。

19
団体
推薦

たかはし あきら

髙橋　彰 農業 76 男

令和5年12月～
現在

平成11年1月～
令和5年2月

射水市農業委
員

（農）今井営農
役員 水稲、麦 今井生産組合 － - -

水稲等栽培
の為、地区
内相互の連
絡調整及び
地区活動の
健全な発展
を図ることを
目的とする。

高田　浩 58人 組合員

　被推薦者は、30余年前に当地区で集落営農組合
を組織した際の中心人物の一人であり、集落営農
が発展して法人化して今井営農となった際の最大
の功労者でもあります。
　集落営農及び農業法人において、その経営にあ
たり、財務会計、近代化設備更新、運営の為の定
款・諸規則の立案作成、時代に合わせた経営方針
等と組織の頭脳の役割を果され、引き続き当地区
の委員として推薦するに相応しい人物であります。

20
団体
推薦

すぎもと よしみち

杉本　義路 農業 68 男

令和5年1月～令
和7年12月

(農）土合営農組
合　監事

水稲、露地
野菜、大豆、
麦

農事組合法人
土合営農

－ - -

水稲等栽培
のため各地
区相互の連
絡調整及
び、地区活
動の健全な
発展を図る
ことを目的と
する。

夏野　勝文 94人 組合員

　被推薦者は、退職後営農組合に従事して監事等
を歴任し、現在も農地水環境の会長として活動して
いて、その職責に耐えられる能力を充分に有して
いることから、当地区の農業委員として推薦するに
相応しい人物であるため。

21
団体
推薦

たかはら かずしげ

高原　和重 農業 68 男

令和5年12月～
現在

平成27年10月～
令和7年9月

令和7年10月～
現在

射水市農業委
員

（農）アグ里松ノ
木理事

（農）アグ里松ノ
木　副組合長

水稲、麦 ○
農事組合法人
アグ里松ノ木

－ - -

水稲等栽培
のため各地
区相互の連
絡調整及
び、地区活
動の健全な
発展を図る
ことを目的と
する。

林　彰 16人 組合員

　被推薦者は、2023年12月18日、射水市農業委員
に就任し現在に至る。また、（農）アグ里松ノ木の副
組合長（理事）となっており、組合員との連絡調整
等意見の取りまとめ、農地の集積集約化に多大な
貢献をしており、またその手腕から農業関係の役
員（JA総代、用水組合総代等）等も歴任していると
ころである。
　更に農地、農業関係の法律等にも詳しく、その職
責に耐えられる能力を充分に有していることから、
当地区の農業委員として推薦するに相応しい人物
である。

22
団体
推薦

あかし しげる

明石　茂 農業 76 男

平成26年12月～
現在

平成26年1月～
現在

平成8年2月～平
成18年1月

平成18年2月～
平成23年1月

平成22年5月～
平成25年5月

射水市農業委
員

（農）ファーム作
道理事

作道生産組合
組合長

作道組合協議
会評議員

ＪＡいみず野理
事

水稲 ○ 作道生産組合 － - -

水稲等の栽
培のため、
各地区相互
の連絡・調
整及び地区
活動の健全
な発展を図
ることを目的
とする。

津田　浩幸 88人
作道生
産組合
員

　被推薦者は、平成17年1月に営農組合を組織し
た際、中心の一人であり、平成27年に当該営農組
合を法人化して以降、副代表理事（現在理事）の一
人となり、経営に携わってきた。関係外部団体と組
合員との連絡・調整・意見の取りまとめ等、農地の
集積・集約化に多大な貢献をされ、その手腕は他
の類をみない姿勢で農業関係の役員を歴任され
た。
　更に農地・農業関係の法等にも詳しく、その職責
に耐えられる能力を充分に有している。このことに
より、当地区の農業委員として推薦するに相応しい
人物である。
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23
団体
推薦

ひのうえ ゆたか

樋上　豊

家庭
薬配
置業

66 男

令和2年12月～
現在

平成20年4月～
現在

平成29年6月～
現在

射水市農業委
員

白石生産部区
長

射水平野土地
改良区監事

水稲
下地区地域振
興会

－ - -

地域コミュニ
ティの活性
化を図り安
心して暮らせ
るまちづくり
に寄与する。

尾上　清逸
約
1,700
人

下地区
住民

　被推薦者は、家業の農業及び配置薬業を父の死
亡により継ぐこととなり、今日に至っている。若くし
て地区の信望厚く、生産部区長を長年担い、農業
関係事業の計画、実施に手腕を振るっている。
　農業関係団体役員等も歴任していることから、能
力を充分に有していると考えられ、当地区の農業
委員として推薦するものである。

24
団体
推薦

しまくら ただえつ

島倉　忠悦 農業 73 男

令和5年12月～
現在

令和2年6月～現
在

射水市農業委
員

牛ヶ首用水総代

水稲、大豆 ○
下地区地域振
興会

－ - -

地域コミュニ
ティの活性
化を図り安
心して暮らせ
るまちづくり
に寄与する。

尾上　清逸
約
1,700
人

下地区
住民

　被推薦者は、営農組織立ち上げ時より設立に向
けて尽力し、現在、会計として組織に携わってい
る。農業関係にも詳しく能力も充分に有しており、
当地区の農業委員として推薦するものである。

25
団体
推薦

こばやし のぼる

小林　昇
会社
員

67 男

令和2年12月～
現在

令和元年5月～
現在

令和7年4月～現
在

（農）ファーム大
島　理事

農協総代

射水平野土地
改良区八塚工
区長

水稲、露地
野菜、大豆、
麦

○
農事組合法人
ファーム大島

－ - -

消費者に喜
んでもらえる
安心・安全な
農産物を提
供し、農業を
通じて地元
に貢献する。

津田　信人 94人 組合員

　被推薦者は、八塚自治会長として活躍され、多く
の地元関係の世話をされた。ファーム大島におい
ては、理事として経営手腕を発揮するとともに農機
具の管理を担当している。また、近代農業（スマー
ト農業）におけるドローン導入の推進を行い、他の
営農組合などにドローンによる農薬散布などの尽
力をしている。農事組合法人ファーム大島として推
薦するに相応しい人物である。


